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東亜同文書院大学記念センター
初の企画展（ 2本立て。 2010 年 5～ 7月開催）に関わって

愛知大学東亜同文書院大学記念センターにとっ

て初めてになる“学内での企画展示”が、 2010

（平成 22）年度に入ってすぐに（後述する大学史

資料協議会例会開催に合わせて）実現の運びとな

り、「愛知大学生・卒業生の活躍のあゆみ」およ

び「豊橋校舎の地が軍隊の敷地だった頃」として、

10 年 5 月 20 日より本学豊橋校舎大学記念館内に

て開催された。そして私はここで、展示品の選定

や、使用ノミネル・キャプションの製作について、

（個人研究との関連もあって）中心的役割を担う

ことになったので、以下その内容を報告してみる。

この企画展の意義・目的は、 2007 年の愛知大

学史展示室リニューアルの際割愛した、“施設と

してのいわば前史である旧陸軍時代”と“学生・

卒業生の側から見た愛知大学史”という 2 つの視

点、・分野について、以前の展示室でのものを活用

しつつ改めて本格的に展示することによって、教

職員・在学生のみならず地域一般の方々や卒業生

の皆さまにも、興味深く本学の多面的な歴史を理

解していただきたいことにあった。

展示にあたっては「“軍都”豊橋と（作家の）

井上靖」「38 年ぶりの卒業式」といったように、

トピックを数点ずつ設定してそれぞれの説明をA

l サイズのパネルで（簡易な形ながら）新規に製

作し、アクセントにした。

会場となった部屋（ 2 つ分で出入口は l ヵ所）

は手前を「…学生・卒業生の活躍…」、奥を「…

軍隊の敷地だ、った頃J と、あえて時系列を逆にし

大学史事務室佃隆一郎

たが、これは参観者に“旧軍＝愛知大学”との誤

解を与えさせないためと、代表的卒業生の写真パ

ネルを外から見える場所に置いて関心をひく効果

をねらったためである。

そして両方のコーナーが別々に完結する形にな

るよう資料を選定し、それぞれにキャプション

ボードを作製して用意した（各展示資料とキャプ

ションは Al パネルともども、本文のあとに別

掲）。さらに展示期間に入ってまもなく、文学部
すえなみ

の卒業生である末次秀行氏（当時中日新聞社運動

部勤務）のご好意により、現在プロ野球で活躍し

ている岩瀬仁紀・中日ドラゴンズ投手（経済学部

卒）のパネルを飾ることができた（本文中写真参

照）。ここに改めて感謝申し上げる。

限られたスペースと期間のなかでの展示であっ

たが、各種協議会や学会での“愛知大学の紹介”

の一端も兼ねて、会期中本学にて開カ亙れた「東日

本大学史資料協議会」例会への参加者をはじめと

する、各方面の方々へのご案内に努めてみた。そ

しておかげをもって、当初 6 月 19 日までの予定

であった期間を、 7 月 17 日まで約 1 ヵ月延長さ

せていただくことができた。

会期中どれほどの参観者が訪れ、どれほどの反

響があったかについては、（具体的なカウントや

全体的なアンケートの実施を見合わせたことも

あって）確定・把握にいたらなかった面があるが、

両分野とも今後さらに充実させた展示を、豊橋校

舎記念館のみならず様々な場所で行なえるよう努
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めなければならないし、そのためのきっかけとし

て今回の展示を位置づけ、省みなければなるまい。

なお別項で報告されている、約半年後の同年 l l 

月末に松坂屋名古屋店南館で・行なった「東亜同文

it院大学記念センター資料の展示会」で、岩瀬投

手パネルをは じめ と する卒業生関連の説明・ 紹介

を一部再利用したことを、 最後に ここでも併せて

述べておきたい。

「学生・ 卒業生」をコンセプ卜にした企画展示室 （岩瀬投手パネルを中心に線影）

「軍隊の敷地だった頃」 をコンセプ卜にした企画展示室（予備士宮学校～愛大創設期の部分）
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2010 年 5 ～ 7 月開催）に関わって東亜同文書院大学記念センター初の企画展（ 2本立て。

・金画展用に製作したA1 パネル （主要部）

〔学生・卒業生用〕

第 1 回卒業生は 1 3 名

霊知大学は叩，a c昭和田｝勾 3JI 27 日 ． その量日の卒量生を造り出す車 1阻

ま器提式を、畳母校舎Ill宜｛旧陸自医守備士官学岨Ill量． 現第二体育卸｝で単行し
た．
県立っていった牟聾生は‘まだわずか口各に過ぎなかったが． 絞らは本学の訴

しい学風を身につ』1 . その恒秀さのゆえに、 そ札ぞれ外商省や新聞社などに肱

匝l,，また大学教師になった者もあり‘そののち祉会的に大いに活用すること

になった．

山
内a

，
Z
E
－
－－

J
a

－
－
－

J’

手

掛
j

劣皐な盟境下で剖置された霊知大学であった

が、 1k掃に運動聞や文化偲の活動は活揮になっ

てきた．

連動聞では野II<白馬術師柔道部［当初同好

会｝ ・ ，：，.，表部。の成績が由舎んで経哲学研究

会 ー被劇研究会・児置文化師・新聞開等を中心

に．各方面において積極的な活動を圃閉した．
2賢田部では 19<8 （昭和 23）年いち早く新聞研

究泌が叡げられ．教日と学生有志との共同によ

る『世知大学1野田』が創刊された． これには災

務面で組切な市埠を惜しまなかった各社旗開

人的尽力も大きく．金国守生新聞連盟の寄与且俊

として発慢してい。た．

回線障のいわば遺ll!として、畳矯田舎内には当

時から県復にいたるまで締織が置けられているのであって．回目〈昭和田｝ 停

の霊知国体での属術院筏会栂となった． 国体では馬術開のほか‘ 柔道聞と，，... 

田が 1954 停に量知県代袋としてそろって出治した．

現在中日ドラゴンズの'ii掴仁配役~ー‘らを輩出している便式野球簡は、 回日（昭
和 30）句互に初めてプロ野味ザ｝ムへの入国金集たし、 その z<r-世に俗、 3/Jt目
白代表伎となった全日本大学週平俗大会でベスト4まで追出した．

創設期の運動部・文化部の活動

ゆ国級交金II司....健闘It

., 

創続期の$篠宮史での包念陣彰

3 8 年待った卒業式

大学酎φで卒ill!式がでtきなかった量知大学の 1972 （昭和 47) 年率盟生前 3叩

人が 2010 （平成22）年3月 24 日 ． 名古島市昭如Eの市公会宜であった名古屋

田舎さ伊東式に担停車札で出府し、＂＂型式への’S加E正明’容を恒与された．

学安値上げ反対2騒動が殺しかった 72年には本奥武を聞けず． 卒採生 28S9 人に

証書を島珪しただけだった. 2，帥9句， z月の同窓会和歌山支店事障会で．大店主師

提が学祭に警官仰を缶え‘多くの担当1,'<）誕生が遭厄前桂になったのを慣に弐が企
賀された．

民ではその：＂＇＇＂＇＇田突から fこのような岨会令与えて下さり．感却していますz

との謝師が述ベられ、代裂で..加E正明aを呈，1取った翼民車生も f人生町新しい

スタートという感じがし、エネルギーをもらったJ と喜びを裂した．

3也元ラジオ局人担割骨組のパーソナ9テイ｝・つポイノリオさんl,72 'l'の本震生

として..加し．式の臨干ーをラジ元中躍した． つポイさんは fこういう躍になる
と 人生の通過儀礼ってやっぱり必震なんだとわかる． ーつの区切りをしみじ

みと迎えられ、よかったj と昌滋していた．

t『中日続開J 20IO If・ ，a:,, rw•：移より．
IIIQにS援し字句f<現金ー院修定いたしました｝

中日文化賞受賞者

泊先周中日航聞社が 1918 （昭和 23） 々もm. 鰐年各分野で文化D向上に容与

した各人に即っている l<!'A 文化賞j を． 盟担1;kCt関係者では下回袋町通り ．

2凹5 押成同 年定で抑制浅賀している．このうち、言滋磁.）. .:'.it持＂fr.'
の阿氏はのち本学学長に肱正することになるが．ここでは最近になうて本学園

"'" 係者が3年連曲して畳置したことと、そのなかでも京伝聞別平伝礼この両氏

がそオ叫A附の困係者とは異なり‘本＂売の1,'<ill!生としての量買宥とえzったニとに

注目したい．
2曲3 年および04 ＜ド町祭賞密である写n訟の S5B圏中固定it鱒貌賞3
JI(！倉氏は 1954 年に．日本画京町平t,氏は 1随4 .... ，.，....，，唖.，. J.'',:;ｷ ¥.I 

，，，にそれぞれ事型し、議術活動を続けている人

であり E知大学町内君照的本業生といえる存在

となっている．両氏叩作品はともに向い評価を

えていて、本学の広告匁？!11や学内の臨簡にも、

そ札ぞれの力作が活用8札ている．
’R開園＂貧 Ill々貧先行敏慢

『中日文化賞」 受賞者中の愛知大学関係者

回受賞年 畳賞者
本学と

受賞l'l!a
自関係

10 1957 丸 山 稼 世 良 現代間への買献と後遺の!ll;JI

13 1960 'Ii 措 置益 敏口 『日本における大家主製輔の窃究j の完成と

車銀制度史の研究

15 l！沌2 9' tt仲井 世良 古今和ill(蝿成立総の研究

21 I剖lB 帥水冊聞 世且 『中日大時典』の完成

46 1993 阿合格植 世且 サル学の研究と

入国発生についての独創的学民

56 2003 Jl(!ll 岡明 本車生 鞍桂町日本町線艇を過した檀れた写m健唖

07 2004 平 t, IL ニ ＂＂揖生 日本蘭の1関連的展開
58 2005 掴々矢先行 世且 現代中国研究と臼中学術史泌筒，、のR献

＇＂＇＇去の事首長式に，..，た um 匁卒’H.－問
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〔｜日軍施設用〕

．舗の量慣の!!ll祢であ。た

, ..  ，とは． どのようなb

のであったろうかー

＊＇阪,e史氏t.l著書 r.111•の慰

霊ll!聞』｛古川弘文鎗刊｝でr.111

., f-、 f当直Gillの防相に師

団舗の刻医院やその‘俊の存径

がt開通的な配曹を与えていた
地方，，，掛lllHl1J と定鈍してい γ叩帽曹..，...，..＿ , _ _  4 山ぜ

”.uaの＂がIUtしていた，，ur＋八遺..宮内初
る． その宜思表で量償嶋巨は．

< Ill霊II公自国人ロ】
前＋王師団本部やその$加の

各灘障が置数駐留することになり．師図渇酬にあたって削節匁外［このー網野】

にー大註屯処が遺成、建置され‘ 舗lU鉱大の担鎗に伝ったことから、 ，R型的な

, ..  ，でaうったと宵える．回織だ。たケ－；えとして口．字置宮. ll図｛続Ill

Ill）.関山、久留3たなどの各泡方畠市があげられる．

r技組』『民総火山』 αどの小線復として釦られる斧上鯛t.l. 父S虫が箪屋として

’E舗に赴任していたことから．幼少期には住んでいた伊E聯島からJ: ＜量樋に

来ていた． そ町思い出を弁上.Ii . 白日的小E rしろばん日』町なかで. ll婦の

活気を鎗忽するとともに．主人公とともに良舗を見て鍋勺た『担ぬ‘河まあさん』

の自慢置として‘ f三島に師聞があるかや．飾聞だって連銀だけじゃJ Ill.樋と

いうところは． あんた‘師団がある．師団というも

のは遺障の寄り鱒まったところじゃ．それー事宥え

ただけでも．畳舗が三島と12べられたら．’E舗が惟

(h』と時らせている．完楽民俗をほじめ． ”岡県

下町各陣市kの結びつきが鎗か。た担憾とは． 連障

のみの停匝・浜鈴の上含い＜ r師団のある31J とし

て． 少なくとも”岡恥方面からは－o鑑か•i、る存在

でめったニとが． ニ円ー’Bからうかがえるのである．

「軍都J 豊橋と井上靖旧軍施訟時代 ー「軍都」だった豊橋地区一

量知火学’llll変舎とその周辺町絶にはかつて．術＋五師団必ど悶瞳訟の令鶴
田 ・ 学担が存在していた．

日，s・<1>"1111に乎第’Rで

圃成さιた’B＋王師団は．

1叫a ＜明他 41）停に畳備

鳩匡に移民し． 削銭のこ

の泡｛白崎町湯鈴鹿賀訪
H) にこの記念館｛詣時

の師聞町令田｝をはじめ
＇いhとする、一火，~，~，色｛現

在でいう舵屯It）が処霞

された．そして．的 1 万

名町将兵が，常駐することになうた畳燭は. llltの物｛.、開高町鮒びつきl-強めた

111101 として，！Illしていった．

しかし 1025 （大正 14）停には．揮－11:栓界大犠世c,)llf繍雌鎗の高＂＇りによっ

て、車十五周回目a止され．この絶句大師分見広大，，車体~と化した． ζれに

併し量・では. 18:劇的なグレート且舗のIIRJ (Ill”の繕え艇の援現〉のため

に．そ札ら理体憎のR取り．転用などが寓R貸された．しかし．酷周鱒団防は 1927

｛昭利引午、抜；：＇＜IIの一環として筋俊された陸軍ll</1，岨に転用された．醍

〈同学伎の鉱漫．さらに.. （第ー） ·T·，備会1T，担，、の移行によヲて現E念E

t.tll＜阻tiff t 『ll<IIIJ ll慣のシンボルとして存在しつづけることになった．

19叫 ｛昭利 20）停の融.. ー ー‘
I - .-=> _._.i:,-llll..,. 

一時.II:樋田市01旭陪担闘で L'!olデ守A王＝·
反踏に絡してし、hた．
揖タた4ヒ免れたこの絶司令

.曾...続たな泡を闘に中

国ほか『外~J より引舎描

げて舎た人々らによ.，て

量吋障が札る日を押つこ

とに々。たのである．

・・a聞令・6騎代の包念館

•111'－飽’n•:r·官司除UC:どの銀，，~.

「

字垣軍縮の骨子と特徴
一1920 年代後半 ｛大正『昭和期｝にもあった『創隠移砥問題J -

IIIJ巨大震関畿の行酎敵軍現の－IQとして. 31ド”の山車軍捕に担いて 1925 （大
正 14）停に行なわれた字組竃掴t.l. 臨調ll'I敏繍の，flitに応じながら軍備の近仕

化を実視するために1113されたむのでゐり．思いき。て4健闘困をa止するの

と引舎かえに． それによって鎗的された食用金．車庫 ー飛行B訟のR匿なEのm
aとして匝mさせることが返本特Tーであ。た．さらに師団廃止により会剰とな

った現世符盟を、中・’ . ilitlll宵の各学僚に配民させて.’敏a患を行なわせる
とともに. ,. aから叩貧農注での働，，W'llを'11tとする腎年創練所を生田ill町

村に俊置し. tEJllll！入金と蹄びつげて，..敏躍を災‘することによって‘近代

鞍に即応するl!!IIJ:11<制をつ〈りあげる肝闘を織過した．
この＂＇岨により偉舗のlll＋五師聞のIH• . Ill＋三 0院ml I·七（岡山卜十λ

｛久留米｝の各師団が寓止されたlまか．その下の鶴~単位である連隊・大臨も
多敏肘棋さ札た．曲目の思掴では泌泌されなかった、ニれら聞隊の削減は

＇＂織の飯田｛おいll'i<t）を存置・転属ー近句2際立された師陣（大！ぃll'ilt）をl!U:

という要領で行なわれ 鎗集として駐留附障が企S草された／.11111はほとんどで~

々か勺た．島S奪，、の各省Sillの~・6依存弱を勾.した．字組一成瞳相の験伶的手

園町援われといえるが．瞳!I<内観に与えたe酷剛被の衝li tま少なく，，＜.乎橿

，、の憎しみは援ることに伝った．

その一方で政界や由民には竿湿のこの‘3震は鰐定的にとら礼たが‘量111，ど

師団廃止針傘の各旭区でほ． いず九も阻止が発覚した時期からz;;鍔運動が展開

された. ＂＇さし〈それは．字橿がDEで＂＇した1111みに応じたむのであった．

W繁盛舗では師団匝止以後． 『図闘のための窓際の作在の大田さs が強固され．

山京出兵や摘州事Z聖といった． 中国大白への琢司F介入・世攻への主持へとつ々

がっていったのである．

「l
l
l

」
。J
s
t寸E
」
，E
E
1

I ,, 第十五師出司令問．開ト十七線問問令部. II>兵罰六十連町．

I 騎兵前十九車町．野砲兵揖エ4・ー軍隊、工員割十Ji.：＞＜陣、

| 締盟兵軍＋豆大齢、量償術民監描
I tr; I!! ｜ 高射第一連隊｛野砲兵概二十一連銀陣itに〉

| 伝 λ l 工及第三次隊（<f,古血より工具買＋玉大隊跡刷。

｜ 所属置買｜歩兵第十／＼ill\\ ll酬血病院 •••AA~
畳信也ii兵暗主厳｛いず2もも名古血’三師団に｝

RII繕Eの陸軍旬隊司1111 ＜字壇軍Jl!II!... ) 

第十五師団を廃止させた字垣陸軍大臣の“賭け”

量姐の’略-I・玉師団が毘止された！925（大E14) 

'l'5Jl I nの随..摘は．実行”任者町
, ... - l  .. 

字拘置ー揖帥箪大臣にちなんで『字壇.掴3 と

呼ばれている．これは銃一次盆界大検径のヲ

シントン拘WIiii!掴粂加に対応する形でその3

·炉闘に行なわれた．前佳肴による臨lll!ll舗が

師団（梅鋭的主力置に柑幽する瞳力単也｝の

刑植をしなか。たことで． 政界やマスコミか
ら不燃艇と批判aιたの＆うηての『やり低

しj としてU) ものであった．ここで字組は－

a”に．部十五師Ell ／；ど4個の師団を廃止した

のであ。た．

下組はIll掴潔‘”のnI! OE櫨にほ同思録〉

に、師開削蹴厨符について

f礎的唄蜘11~•に先手を打。たのだ．国民が叫んでいる師団削減の戸に先ん
じて英断を下し. Iii融経費＂＂＇舗の改嘗に・r.fflすることで、 It・＂·の旗’Rに

聡いた町だ． さらにこれによって目置の廃止がその泊完に打・＂与えるか金岡

氏にO宜させてや。たのだ．これからは政治窓はともか〈．由民は＝1u師団

削融など口にするまいJ (1111明要動．口語化｝

と . ！た置とO備のほど＂示している．

3健闘． このlll帽での節融量貨は2配備改良に軒mさ九たのであり．その岨さまざ

＂＇な政ti:：的鎗闘を鶴じた＇~塩は‘四歳凶lllの近代化会温めたとともに、政界に
過Illずる＊＂＂聾えることになった．しかし 師印刷IUII<内町一師から悦ま
れた中塩は．のちに首相の飽に.t＜チャンスをえたも町田‘姐繊の反対にあい

幻と鈴わることに俗る．その宜撲で字寝泊2行なった.繍1:1 . 彼自身にとって危

険な・醐付・といえるむ四でゐったが‘ 字塩白日薗見はOli!町返り．量IIなど

鱒止師団的所在織に突舎つけら札ることにもな。たのである．

司F曜ーほ槍’＇＂＇＂

.. 也
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東亜同文書院大学記念センター初の企画展（ 2本立て。 2010 年 5～ 7 月開催） に関わって

陸軍教導学校とは

'i'fil駆縮による蝿敏阿国 ・ 近代化の延長的‘’aとして．盤情などに 1927 【昭狗

2 ）年臥白銀偉さ九た下土！＼＇ （一眼目線兵内のいbば智理t•』集成栂聞が障政

敏羽学位であ。た．

眼阻としては．各師障で忠圃した上旬民のなかから道陣畏が週悠した者に．ま

ず 1匁聞の町内・lil＂’‘したのら敏海学担!P兵将に入学させ．そこで改めて 1
年聞のS毎回を修了させたあと原障に毘らせて下士官に任命する1I式がkられた．

陸軍予備士官学校とは

e疎学聴取量後に中固との・＂＇が企街化して．瞳’R傍慣としての符匝｛土tr'I'

腔をヨ慎重書して佳奮した、少尉叫上の圏第軍人｝の敏に本足金来たしはじめたこ

とから．叩理・..・患t興楢生 f皿litで入庫した高d排出精舎渇II< し‘，，，宮崎に将伎に

させる制度｝会等円に811するために廠股さ九た学位．予算..t敏樽学僚に酔駁

されるJ!lで．量舗などに 1937 （昭利 12）仰に筋置された【正式な目置は翌年｝．

修学期聞は的8 •II でめ9. 生後はt,':JII(食すぐに将伎の開通’Bf:Iずることにな

。ていて. Ii曹は，＇＼－・R鴻学佼のものがIi:』1剖もた．

＊予備土官学伎の続I'll量．下土trの’R庇や副II!は‘各織の田障での副陸海敏宵

，、としだいに移行．太平津車φ突入閣の 1943 年8)1には、 S匝段を全面的に

予備士官学慣に転mするために扱鳩伊伎は企111となり、ー本化された予備

士官学技ほ、融検時には f百貨州閣J に置かれたものを古め8世に遣した．

｝可も 命.. 

(f,r 
治...，..，縄代I:沼通された傘”＂零Ali

<1'1 11:rl ••11＝保関DI 【お】コンタリー令の盟

愛知大学内の旧軍建物群ー1 960 年頃の配置図ー

旧軍施設から文教施設へ

第十五師団の削減II[！量、泡元では圃止鶴篠崎砲の払い下げH1む勘きがあった

がほとんどかなわなか.，，と．そしてS艦隊の存者章績を f雄元発展のため』から

f国旗防衛のためJ －と続聞．さらには住民がiUlを惨したことで．字m一成

の日悩み通り．量樋旭区.n崎•1UJ · 予備会官学伎を中心とした，.1:1，町色

曹を再！Ulめることにな。た．

19品開抑制停の~・により圏第・創a・＂停止した畳e書簡Ill予備当L官学俊民

間月求審でに由貝句の1.l!!l処哩e・e・－えて湘睡し‘元吉区＋玉踊団主体の陣婚

は固有絶の,t.,t量舗＂＇＂＇＂l!Iするζとにα。た．岡市はさ。そ〈．悶..‘定置を
住宅や宵公庁、さらに争後，、と伝用する利用JI!を作臨した．

そしてまず．聞週金悼んで爾何時間予0・1官学僕砲兵眠象期ム 同年6JJの畳

tllltf樹It－町!ZI警で腔・e健失していたll婦中学 I’Pf曹.. 高位｝が入り さ

らに東圃の闘本館 ・ 9兵鱒嘩燥に．敏・Rにより中国上海でiffllした闘車入学

t主である．東亜同文書韓大学からラ，舎11げて舎た関係者による衛大学が．聖46

年 11}1 同日に量知りた型炉として当時の主国省より耳可否れ．倉階段された．周囲

のほかの•m‘置にむ令学校がλり．散・:t.で『.隊の酎J!:Piftれていた近

闘の絶匹は. r~閣の酎』 Aと爾n＂－娠した．

m陣Ill予備士官学担の’R櫓が量釦大学にE主＂＇れ置わるまでは．車問lJ一元学長

をはじめとするru間文 I • n ..___ 
I. - •-P -#'lt r------r_ 

II院阻係省有志のー適 r· J . ”崎ー
I “... l ・ 1 ・・ 似

のJl;/J と情相ゃ、 島情｜ 川町.L I 
市町多大な協力がれ｜ゆ 叩 _::_m;i I 
拠 I －一一的削 I Z-0: I 申留酒蝉れ・，f,u
～・ ’ , .. ,.,:, .－ー 可 I 

？－でず ‘ . 与．明 .! 伽‘ 
｜ 司：7

｜ “λ.~§f 回
1.－，ゐ ＇＂＂＇－ぞ竺竺I 即恥吟 r.:.; , 
一 一一一I ,. 崎可”r"· ··

…一 一..症の，e知＂＂周辺浩国t写Uが...していることがわかる】

第十五師団司令部から愛知大学記念館へ

ニれら展原盤がある量佃大学u舗は. I同8 （明治 41) ＂＇＇こU日陣11!第十王師団

町令飾として鳩鋳されたのであり、このほど 1曲餓を過ぎたニとになる．ニの

II絢は量樋治区最初の．厩rp凪の軍医を取り入れた大総揖な近代建織とされ、

轟岨節分のレンガ柑11イ呼9 ><JI.. 外壁はドイツ凪．玄関入αはイタリア且と、

凶作令国の.匠がふんだんに取り入れられているが、豪穆さより も効単位を置

批した置肝 デザインとなっていて、定お剣体. E竿障の配置ともども． 当時

の抽lfl向i問問令錫としての楓期的な巡りであ。た．

1025 （大正 14）午の第十五師団蝿止のあとは、騎兵銀団など存置新館筒障の

町令嗣に!l!nlされたが. "" （聞ぬ引＂＇の敏a，喧位袈叫に同学担。本師に

転}II 倉れ． 韓〈予備士tr学館内の修行にともない．畳燭陣lR予備士官学伎の本

”として敵・＂迎えた．

霊1111－••予• :1:官学..，・・・ IMU忠明

『渇ミ鏑』としての！HIをf§nlする縄慢で. I制. （昭和訓｝隼町安担大学剖E時か

ら聞大学ヨド舗とな。たζ骨組仰は．個lll陵町ftとほとんど聖わらぬ甚を!Yeった

まま．量掴大司障の・la•や学生に f量xのホワイトハウλj として獲し:t.tもつ

づけた. ，...年代田のには本館趨て谷えにともない取り.す醤が出たものの．

el史的建造物としての舗値が隠められて揖されることにな勺た本鎗位、 1996 （平

店8）停に後錫に紙調伝舗が綾工してからは大学配車舗となり、 修置のうえ四年

には文化庁より聾保有鯵文化削に術置され 21 世紀のこんにら，、と至っている．
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愛知大学旧公館（元第十五師団長官舎ほか）

量知大学毘備世舎から北JI!に 5分ほど11'い
た Z荷停lllの取量まからも且える小高い丘の

よに、「霊知大学』町立て君鉱のある敏聴R

住宅とともにある古い狩舘のような悠物は、

思!E l玄大学の車内国に入っていないが、「公民

国j としてかつて使われていた結縁である． 即

この建物は 1912 （明抽 .. ・ 大正元》 停に，a

盟十五師団長官舎として処置さ札たのであ

り、 1917 停に問師団長となった式主否認註
王の睡である、 のちの昭和天皇盆后むここ

で少女時代のー時期生活されていた．

t'/1聞と＂＂－Illとを巧みにVi裂した通りであり、 公館111内

前面町公的問己分に梓置を、 'fY桂のV.的師分に和巡~配している．昨富にはγヤ
ン：リアや唄炉が直っていて 外担では景山し忽や赤レンプJの煙突がアクセン

． トになっている．

車ト玉師団廃止桂は敏噂 ・ 予備士官今後毘の官4ーなどに、量知大学j)J立睡しば

ら〈は学長はじめ瞳揖且の住宅に、 そして二十世午前までは外来事度目の街舎な

どに使mされていたが．老朽化のため現在位使1刊されていない． しかし． 現在

吋， も眼前の雰囲気令雌し出し

ている旧公鈎は‘ 二町大学

配企耐ともども映画やテレ

ピドラ守のロクにも定われて

いるのであり 同じ rm師

団畏曾合J としては、 続出

,l.. ＂＇上{Bllf高田や福岡保久田

米，trなどのむのが整備也元

され‘ 公開されている（ 2

階のタクチパネルに‘それ

ぞれの筒像を限量λ

笠橋校地北部整備による学生寮などの消滅

この量知大学ft峨控舎の．西側に治って附北に走る国道 259 号線および． 北側

に由って東衡に怠る石巻界線緑町改良工事町巡行と併行して、直樹使命全佼泡

の3分自 1 に由たる北師一併の監備E十扇が．四四（昭和田〉年 12月から数年の

織月をかけて;sめられた．

これにより．日代大学院様学生会館に製食堂機．晶道Ill‘ ll!fil極げ槙習場．

m合宿所．終学館といった. mlB時代からのk建造物｛おもに木造平血｝が相次

いで取り領され． 立木町移植も行なわれた結果．本学創立以来の鐙鑓俊治北田

町繊細は－If した．また‘工事町一聞として範工された、且樋鉄道直艶lllの立

体虫量化にともない、同織のE揖闘が本学グラウンド北西聞を軒めに祖担って

量生かれ． 学内で電車が走っているとLづ珍鼠量がこのー時期見られた．
‘ 引・h・r時

しばら〈北郷に残っていた学生~2練（且左足談 窓凪寮．岡兵舎）も、 老朽化

が遇んだことにより 19田｛昭拘 63) I匹にその有撃を下ろし．ほどな〈微去された．

しかしその世学生熊跡砲には、被欧が闘まれた記~ilが控てられた．

盟理
&tlCII前の学生織と節雄に温て匂れ＇＇＂~＂

（パネル中の「宇垣一成陸軍大陸J 写真は、 インターネットのものを使用いたしました）
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東亜同文書院大学記念センター初の企画展 （ 2 本立て。 2010 年 5 ～ 7 月開催）に関わって

－ 企画展の展示品キャプション ・ 写真

（以下、展示品の各写真は企画展終了、会場撤収後に撮影したため、状況が展示の時点とは若干異なっ

ています。 ご了承ください）

〔学生 ・卒業生用〕

①
 

本学創設期の各文化部の活躍

1950 年代

現在の児童文佑研究会と演劇研究会について。

そのほかの各文化部も輝かしい実績をあげた

② 
「ー

旧制・新制同時卒業式後のそれぞれの記念撮影

1953 （昭和 28）年 3 月

上が旧制第 6 回（旧制最後）、下が新制第 l 回の
各卒業生。 盟橋校舎講堂（現第二体育館）にて

（実際の企画展では上の写真を友、下のを右に配置して説明）
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③ 

『愛知大学新聞』 創刊号

1948 （昭和 23）年 9 月 1 5 日付

この第一面中央に林毅｜控初代本学学長（もと鹿臆
義塾大学 総長 ・ 東亜同文会理事）の「発刊の辞J
がある（データを印刷）

畑町.，，鱒＂＇＂同11”

⑤ 

松浦元男氏へのインタビュー記事

r束三河』 2008 年 1 1 月号の複写

松浦氏が「愛知県ものづくりの匠（たくみ） J と
して認証を受けたときのもの

406 

④ 

東松照明氏の写真集

1979 （昭和 54）年刊

東松氏の作品は沖制のほか、被爆地 ・長崎のシ
リ ーズ写真．も著名

，...；.：；，晶画晶......J

⑥ 

平松礼二氏の絵画集

1990 （平成 2 ）年刊

タイ ト ル 『いつかきたみち一路』。
愛知県刈谷市の市mu 40 周年記念「平松礼二展」
でのもの



東亜同文書院大学記念センター初の企画展（ 2本立て。 2010 年 5 ～ 7月開催）に関わって

⑦ 

本学文学部哲学科（当時）卒業の
酒見賢一氏が書いた小説本

1980 ～ 90 年代

i活見氏は左側の『後宮小説』 で 1 989 （平成元）年
1 2 月、 第 I 回フ ァ ンタジーノ ベル大賞を受けた

⑨ 

小後
援宮

V？按：：（tl

＂ヨ，，.，. ，.宮司院＂ .慢 4-&e",

:illUf －＞.ご...,,’"'"-" 
·- •,•·· -- Eる，.i ＂＇－＂・4・・h喝，... ・ ・

I ... ~，・－ .ー・···－

一

本学硬式野球部時代の岩瀬選手

（後列右から 2人目。当時は野手）
1 995 年ころ

前列右から 3人目の野球部顧問 ・ 武田信照教授は、

のち第 14代学長に就任

⑧ 

本学創設期の各運動部の優勝・ 入賞記念品

1950 ～ 60 年代

2000 年のシ ドニー五輪柔道金メダリストである
井上康生氏の両親は、 ともに当時の愛知大学柔道
音flの OB· OG 

⑩ 

各卒業生が著した書籍

1 980 ～ 2000 年代

早川勝代議士（1966 年法経卒）はのち豊橋市長
に当選

・........、．

' ' ・内忌ゑゴ1,.-n.，；， ‘〆’•.－，；；

斧担唱b
． 司

・・ 也・＇ . ｷ' 
ｷ- U戸r 斗丘1 

，，、、 l ，‘、 ÷

,,_ I‘ 」宥、
弓＇ I 、－肉.. ‘ 
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⑪ 

同窓会が製作した記念誌

1 990、 2000 年代

愛知大学同窓会は 1 952 ( I昭和 27）年 2 月に発足

〔！日軍施設用〕

① 

第十五師団施設落成記念絵葉書（複製・拡大）

1908 （明治 41 ）年

額左上 師団司令部（現愛知大学記念館）
絹布下 ｛皆行社（のち愛知大学短期大学部本館）

408 

⑫ 

『愛知大学創設期からの想い出写真文集』

1 996 年刊

本学創立50周年H寺に、卒業生有志が編集した写真集

．，．弘、，旬峨剣脚喝膚

！＼＼いIll・＇f-ll~U!

② 

第十五師団廃止を取り上げた地元新聞社説

1925 （大正 1 4）年 5 月 2 日付

師団廃止への地元の翻極的な対・処を主張した 『1lQ

橋日日新l瑚』 （のち解散）のもの

（虫橋市中央図書館マイク ロ フィルムより）



東亜同文書院大学記念センター初の企画展（ 2本立て。 2010年 5 ～ 7 月開催）に関わって

③ 

豊橋陸軍教導学校歩兵科のアルバム

1936 （昭和 l 1 ） 年

陸軍教導学校歩兵科は虫橋のほか、仙台と熊本に
もあった（有森茂生氏寄贈）

⑤ 

豊橋第一予備士官学校砲兵生徒隊の
吋ん古ん

卒業アルバム 『研鎖の頃』

1943 （昭和 18）年

砲兵生徒隊は旧野砲兵連隊の地（現県立時習館高

校所在地）に設置されていた

④ 

豊橋第一陸軍予備士官学校用の

教科書場首集謹解』
1930 （昭和 5 ）年初版

旧軍の トップでもあった天皇陛下のお言葉を解説
した書

盟幡宮一陸軍予噛士官宇絞
切~，.，

mの教科書Fill勅集也前』

e:r.:n:1：同も，•nruo,oua翼・，1n1u~’

⑥ 

「豊橋砲十会」記念誌 『轍わだち』

1989 （平成元）年刊

「盟橋砲十会」は、豊橋第一陸軍予備士官学校砲
兵生徒隊の同窓会（愛知大学とは無関係）

『堕ID砲十金Jlc2l!:I磁わだち』
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⑦ 

旧陸軍を示すマークが記された鬼瓦

現記念館後部 (1995 年取壊し）か

この 「星マーク」は鬼瓦のほか、現研究所棟（旧
将校集会所）の旧出入口上部にも見られる

⑨ 

旧陸軍を示すマークが記された灰皿

愛知大学所有

灰皿のみならず旧陸軍が逃した各種の備品・消耗品
は、物資不足のなか創設された愛知大学に役立つた
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⑧ 

. 
4‘ 

旧陸軍を示すマークが削られた鬼瓦

現記念館後部（ 1 995 年取壊し）か

こ の 「星マーク」は愛知大学創設直後、査察に来
た占領軍に誤解されないよう、目立つ部分が一部
撤去された

⑩ 

旧軍施設を中心とした、かつての学内風景

1 950 ～ 60 年代

教室のあった旧軍建物は、 1970 年代前半までに
建て替えられた



2010 i:!: 5 ～ 7 月開催） に関わって東亜同文書院大学記念センター初の企画展（ 2本立て。

⑫ 

愛知大学豊橋校舎の航空写真

2005 （平成 17）年ころ

⑪ 

本学豊樹交舎内に旧軍時備室られた各建物の変遷表

1 908 年（第十五師団進駐）より

旧箪以来の建物が数少なくなった、創立 60 周年
の時期のもの

本学北側の旧軍建物が 1980 年代に相次いで、取り壊さ
れたのは、鉄道立体交差化に と もなう再開発のため
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⑭ ⑬ 

旧陸軍と豊橋との関係について述べている各書豊橋空襲 （1945 年6月 20 日） での被災区域図

『盟橋市ij世災復興誌』 (1958 年刊）を複写 ・ 修正 監橋市 『とよはしの歴史』 1 996 年刊
兵東政夫 『軍都虫橋』 2007 年刊

兵東政夫 『歩兵第十八l櫛隊史』 1 994 年刊（改訂版）
浪崎敏武遺作 『豊橋陸軍教導学校史（稿）』 1 990 年刊

前夜からの焼夷弾燥臨が、南部の陸軍施設でなく
市街地に集中 した こ とがわかる
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⑮ 
「一

旧陸軍と豊橋との関係について述べている各書

太田幸市『盟橋軍事史殻話（上巻）』 2007 年刊
伊藤崇郎編 『復刻版『殉皇』』 1980 年刊（増訂版）
高士会『I亀l色豊橋』 1995 年刊

L
明
性
ヴ
マ

伊

断
言鳩
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⑮ 
「ー

旧陸軍と豊橋との関係について述べている各書

水口源彦 『商栄町物語』 1996 年刊

あいち ・ 平和のための戦争展笑行委員会
『愛知の戦争遺跡ガイド』 1997 年刊

粛栄町物語
－•”の幽かもHのωへ、，


